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日本神経学会では，2001年に柳澤信夫理事長の提唱に基づき，理事会で主要な神経疾患につ
いて治療ガイドラインを作成することが決定され，2002年に「慢性頭痛」「パーキンソン病」
「てんかん」「筋萎縮性側索硬化症」「痴呆性疾患」「脳血管障害」の 6疾患についての「治療ガ
イドライン 2002」を発行しました．また日本頭痛学会では，慢性頭痛診療のレベル向上，標準
化，および専門医のみでなくプライマリ・ケア医への普及を目的に，2006年に「慢性頭痛の診
療ガイドライン」を作成・発行しました．
その後，日本神経学会では「治療ガイドライン 2002」の発行から時間が経過し，新しい知見
も著しく増加したため，2008年の理事会（葛原茂樹前代表理事）で改訂を行うことを決定し，「治療
ガイドライン 2010」のガイドライン作成委員会が発足し，2009年から 2011年にかけて，「神
経疾患の遺伝子診断」「てんかん」「認知症疾患」「多発性硬化症」「パーキンソン病」のガイド
ラインが発行されました．さらに 2011年の理事会で新たに 6神経疾患の診療ガイドライン（ギ
ラン・バレー症候群・フィッシャー症候群，慢性炎症性脱髄性多発神経炎・多巣性運動ニューロパチー，筋

萎縮性側索硬化症，細菌性髄膜炎，デュシェンヌ型筋ジストロフィー，重症筋無力症）を 2013年に発行す
ることが決定されました．同時に，慢性頭痛に関する薬物治療を中心としたエビデンスの集積
を背景に，日本神経学会・日本頭痛学会の共同監修により，「慢性頭痛の診療ガイドライン
2013」が作成されることとなりました．
各診療ガイドライン作成委員会委員長は日本神経学会の代表理事が指名し，各委員長が委員，
協力研究者，評価・調整委員の候補者を推薦して，候補者は利益相反自己申告書を提出し，利
益相反審査委員会の審査と勧告に従って各委員会委員長と調整したうえで，理事会で承認する
という手順をとっています．また，本ガイドラインは日本脳神経外科学会と日本神経治療学会
の協力で作成されました．快く作成に賛同いただいた両学会には深謝いたします．
本ガイドラインは，これまでのガイドラインと同じく evidence-based medicine（EBM）の考え
方に基づいて作成され，Q & A（質問と回答）方式で記述されていますので，2010年版と同様に読
みやすい構成になっています．回答内容は，引用文献のエビデンスを精査し，エビデンスレベ
ルに基づく推奨のグレードを示しています．しかしながら，疾患や症状によっては，エビデン
スが十分でない領域もあり，薬物治療や脳神経外科治療法が確立されているものから，薬物療
法に限界があるために非薬物的介入や介護が重要なものまで，治療内容は疾患ごとにさまざま
であり，EBMの評価段階も多様です．さらに，治療目標が症状消失や寛解にある疾患と，症状
の改善は難しくQOLの改善にとどまる疾患とでは，治療の目的も異なります．そのような場合
であっても現時点で考えられる最適なガイドラインを示しています．

慢性頭痛の診療ガイドライン2013の発行について
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診療ガイドラインは，決して画一的な治療法を示したものではないことにもご留意下さい．同
一疾患であっても，最も適切な治療は患者さんごとに異なり，医師の経験や考え方によっても
治療内容は異なるかもしれません．本ガイドラインは，あくまで，治療法を決定する医師がベ
ストの治療法を決定するうえでの参考としていただけるように，個々の治療薬や非薬物的治療
の現状における評価を，一定の方式に基づく根拠をもとに提示したものです．
慢性頭痛の診療も日進月歩で発展しており，今後も定期的な改訂が必要となります．本ガイド
ラインを各関係学会員の皆様に活用していただき，さらには学会員の皆様からのフィードバッ
クをいただくことにより，診療ガイドラインの内容はよりよいものになっていきます．本ガイ
ドラインが，皆様の日常診療の一助になることを期待しますとともに，次なる改訂に向けてご
意見とご評価をお待ちしております．

2013 年 5月吉日

日本神経学会 代表理事　水澤英洋
日本頭痛学会 理事長　坂井文彦

日本神経学会 ガイドライン統括委員長　辻　貞俊
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はじめに
1988年，国際頭痛学会が�e International Classi�cation of Headache Disordersを発表したこ
とによって，世界で共通の頭痛診断基準が用いられるようになり，頭痛研究の基盤ができた．
それに応じて，わが国でも日本頭痛学会，日本神経学会が中心となり慢性頭痛の研究が進み，
2002年には日本神経学会治療ガイドラインの 1つとして，「慢性頭痛治療ガイドライン 2002」
が出版された．続いて 2004年，国際頭痛学会は�e International Classi�cation of Headache 
Disorders ; 2nd Edition（ICHD-Ⅱ）を発表した．これに応じて，慢性頭痛の診療ガイドライン作
成における研究班（主任研究者：坂井文彦）が中心となり，厚生労働科学研究費補助金こころの健康
科学研究事業として，2005年に「慢性頭痛の診療ガイドライン」がまとめられた．2006年に
は「慢性頭痛の診療ガイドライン（編集：日本頭痛学会）」が医学書院から出版された．また，
2007年には ICHD-Ⅱを日本語に訳した「国際頭痛分類 第 2版 新訂増補日本語版（訳：日本頭
痛学会・国際頭痛分類普及委員会）」が出版された．

2010年からの新たな「慢性頭痛の診療ガイドライン」への取り組み
トリプタンが普及し，日本における頭痛診療も変化してきたため，日本頭痛学会が作成した

「慢性頭痛の診療ガイドライン」（2006年）を改訂する必要が生じてきた．日本頭痛学会では，第
2版の「慢性頭痛の診療ガイドライン」作成を目的に，39名のメンバーで 2010年 11月より第
3版作成のための委員会が結成された．その後，2011年には，日本神経学会と日本頭痛学会が
中心となり，さらに日本神経治療学会，日本脳神経外科学会も加わって，この改訂作業を行う
ことになった．日本頭痛学会ガイドライン委員 39名のうちグループリーダー 12名を神経学会
のガイドライン委員とし，他の 27名を神経学会のガイドライン協力委員とすることが決まっ
た．また，評価・調整委員 7名を新たに加え計 46名で構成される委員会となり，改訂作業が進
められた．

作成手順と組織
この改訂作業のはじめに，内容の組み立て方の方針として，第 2版の構成にならって作成す
ることが決められた．第 2版では Clinical Question（CQ）を採用していたので，その形式は変え
ず，第 2版同様に以下の 8つの章に分けた．
Ⅰ．頭痛一般
Ⅱ．片頭痛（1．診断・疫学・病態・誘発因子・疾患予後，2．急性期治療，3．予防療法）

序
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Ⅲ．緊張型頭痛
Ⅳ．群発頭痛およびその他の三叉神経・自律神経性頭痛
Ⅴ．その他の一次性頭痛
Ⅵ．薬物乱用頭痛
Ⅶ．小児の頭痛
Ⅷ．遺伝子
以上の 8つの章に加えて，「スマトリプタン在宅自己注射ガイドライン」「バルプロ酸による
片頭痛治療ガイドライン」および「プロプラノロールによる片頭痛治療ガイドライン」を付録
として掲載することも決まった．
科学的根拠の検索には系統だった手法を用いた．すなわち，表 1に示す基準に従って

PubMed，Cochrane Library，医学中央雑誌その他を利用して検索し，その結果を統合してそれ
ぞれのCQに対する推奨グレード（表 2）を作成した．なお本作業を進めるにあたって，医療情報
サービスセンターMinds部長の吉田雅博氏にご指導をいただいた．同氏にはこの場を借りて深
甚の謝意を表する．また，重要な論文はできるだけ，アブストラクトフォームを作成し，学会
のホームページでみられるようにすることも決まった．
各委員の分担を決め，執筆した後，各グループ内での議論を行った．そして，その結果をイン
ターネット上で全委員に公開し，ブラッシュアップを行った．2012年 6月 3日には委員が集ま
り，すべての項目のブラッシュアップを行った．その後，2012年 11月 17日に日本頭痛学会総
会でガイドラインに関するシンポジウムを行い，広く意見を求めた．また，評価・調整委員か
らの意見を集め，また全学会員に公開しパブリックコメントを求めた．2013年 3月 20日に最
終的なまとめを行い，5月に出版の運びとなった．

ガイドラインの内容
本ガイドラインは 2006年版でも述べられているように，診療を支援するためのものであっ
て，診療を拘束するものではなく，臨床の現場では，ガイドラインとともに医師の経験が重要
となる．よりよい臨床的判断により患者の満足度を高めるために活用されることが望まれる．

レベル 内容
Ⅰa 均質なランダム化比較試験の系統的レビュー
Ⅰb 信頼区間の狭い 1 個のランダム化比較試験
Ⅰc すべてか/なしか
Ⅱa 均質なコホート研究による系統的レビュー
Ⅱb 1 個のコホート研究（質の低いランダム化比較試験を含む；例えば追跡率 80％ 未満のもの）
Ⅱc アウトカム研究
Ⅲ 均質な症例対照研究による系統的レビューあるいは 1 個の症例対照研究
Ⅳ 症例集積研究と質の低いコホート研究や症例対照研究
Ⅴ 明白な批判的吟味のない，あるいは生理学や実験室での研究，根本原理に基づく専門家の意見

表 1　Oxford EBM センター・エビデンスレベル（2001）

グレード A 行うよう強く勧められる
グレード B 行うよう勧められる
グレード C 行うよう勧めるだけの根拠が明確でない

表 2　推奨のグレード（強さ）
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2006年版の Clinical Question（CQ）を採用し，さらに新たに 19項目の CQを追加した．従来
からの CQもすべて内容を見直して作成した．

おわりに
本ガイドラインは 2006年版慢性頭痛の診療ガイドラインをもとに，最新の情報を加え，慢性
頭痛診療の国際標準的な考え方を示した．2002年のガイドラインをわが国の慢性頭痛治療ガイ
ドライン初版とすれば，2006年版が第 2版，そして本ガイドラインは第 3版といえる．慢性頭
痛の診療に当たる医師が効率的かつ標準的治療を行ううえで必須の資料となれば幸いである．
さらに，英語版を作成し国際的にわが国の慢性頭痛の診療ガイドラインに関する情報を発信す
る予定としている．
最後に多くの委員の努力の賜物といえる本書が出版される運びとなり，関係各位に感謝の意を
表したい．

2013 年 5月

慢性頭痛の診療ガイドライン作成委員会を代表して

荒木信夫
竹島多賀夫
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